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ひと まち 自然がきらめく 共生の郷 佐用

　『阪神・淡路大震災 1.17 のつどい』で使用す
る竹筒灯ろうが、今年も町内のボランティアグ
ループで作られました（関連記事 14㌻）。

被災地同士の絆
きずな

ボランティアで『竹筒灯ろう』づくり

【お詫びと訂正】　１月号表紙の目次欄で「船曳
芽衣さん」とあるのは、正しくは「船曳芽生さん」
でした。お詫びして訂正いたします。
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『
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
復
興
の
要か

な
め

は

防災フォーラム
開催

　

１
月
15
日
、「
町
防
災
に
強
い
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
主
催
の
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
」「
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
さ
よ
う

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
関
西
学
院
大
学
の
室
﨑
益
輝

教
授
を
迎
え
、
神
戸
新
聞
佐
用
支
局
長
の
小
西
隆
久
さ
ん
、
佐
用
学
生
連
絡
協
議
会
代
表
の
福
島
康
太
さ
ん
、
町
ま
ち
づ
く

り
防
災
室
長
の
平
井
隆
樹
が
、
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
復
興
に
つ
い
て
熱
い
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
、
一
昨
年

の
水
害
か
ら
、
佐
用
町
の
復
興
に
携
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぽ
っ
ぽ
プ
ラ
ン
代
表
の
榊
原
昌
彦
さ
ん
で
す
。

災害は地域コミュニティの深さ   を再認識させた
　

昨
年
の
３
月
に
佐
用
支
局
の
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
一

昨
年
の
水
害
で
は
、
生
の
状
況
を

知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
た
び

発
生
し
た
水
害
は
、
佐
用
町
が
以

前
か
ら
持
っ
て
い
た
問
題
を
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
突
き
つ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
力
も
必
要
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
記
者
と

し
て
行
政
と
住
民
の
力
で
防
災
力

を
向
上
す
る
に
は
、
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、
記
事
を
通
じ
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
一
昨
年
の
災
害
で
、
町
民

町外の若者を温かく受け入れる    地域コミュニティに感謝
　

佐
用
学
生
連
絡
協
議
会
は
高
齢

者
と
学
生
の
交
流
を
深
め
、
地
域

を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
団
体
で

す
。
き
っ
か
け
は
、
昨
年
の
冬
、

限
界
集
落
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
調
査
員
と
し
て
従
事
し

た
際
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
地

域
に
若
者
が
欲
し
い
」
と
い
う
声

が
出
た
こ
と
で
す
。

　

昨
年
５
月
に
若
州
に
学
生
村
を

開
き
、
現
在
は
月
１
回
週
末
に
高

齢
者
を
訪
問
す
る
「
逢あ

い
愛あ

い

訪
問
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
学

生
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
話
す
一
方
、

高
齢
者
の
か
た
か
ら
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
な
が
ら
、
高
齢
者

と
若
者
の
つ
な
が
り
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

パネルディスカッションのようす。
左から司会の榊原昌彦さん、コメン
テーターの室﨑益輝さん、パネリス
トの小西隆久さん、福島康太さん、
平井隆樹です
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災害は地域コミュニティの深さ   を再認識させた
の
皆
さ
ん
は
「
地
域
の
絆
き
ず
な
」
の
深

さ
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
取
材
で
町
内
各
地
へ

出
向
き
ま
す
が
、
地
域
の
人
間
関

係
を
見
る
に
つ
け
、
絆
の
深
さ
を

強
く
感
じ
、
驚
き
ま
す
。
そ
ん
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
を
、

新
聞
紙
面
を
使
っ
て
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
復
興
は
、

行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で

す
。
行
政
や
関
係
機
関
の
防
災
・

復
興
へ
の
取
り
組
み
を
厳
し
い
目

で
見
て
い
く
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
様
々
な
取
り
組
み
や
活

動
を
伝
え
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
と
、
復
興
の
一
助
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

小西隆久さん（神戸新聞佐用支局長）
　昨年３月に佐用支局に配属。以
降、佐用町の復興と防災のまちづ
くりを追う。

町外の若者を温かく受け入れる    地域コミュニティに感謝
　

地
域
を
出
歩
く
と
、
本
当
に
若

者
に
出
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
も
家
の
中
か
ら
出
な
い
か

た
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

山
間
部
に
は
多
く
の
課
題
が
横
た

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
る
地
域
あ
っ
て
こ
そ
活
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
目
立
つ
活

動
で
は
な
く
、
地
道
な
も
の
で
す

が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
喜

ば
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り

ま
す
。

　

災
害
を
契
機
に
、
今
後
も
様
々

な
若
者
が
佐
用
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
る
と
思
う
の
で
、
今
後

も
温
か
い
心
で
受
け
入
れ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。福島康太さん（佐用学生連絡協議会代表）

　関西学院大学の学生。昨年の若
州学生村の開村以降、高齢者と学
生のつながりを実践中。

パネルディスカッションには、地域住民や行政職員
など約 60 人が参加し、熱心に聴講しました

新聞記者の目から

町外の若者の目から
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防災フォーラム

開催

町の防災力を高めるために    地域コミュニティは不可欠
　

一
昨
年
の
災
害
で
は
多
く

の
人
命
を
失
い
、
行
方
不
明

の
か
た
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

お
ら
ず
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
二
度
と
こ
ん
な
事
態
が

起
き
な
い
よ
う
、
防
災
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
は
防
災
計
画
・
水
防

計
画
の
見
直
し
を
始
め
、
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
そ
こ
に
軸
足
を

お
い
た
ま
ち
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
単
位
で
地
域
の

防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
講
習

平井隆樹（町まちづくり防災室長）
　昨年４月から防災担当部署に配
属。住民と行政の協働による安全・
安心なまちづくりを推進中。

室﨑益輝さん（関西学院大学教授）
　町災害復興計画検討委員長、町災
害検証委員会委員長を務めた。以降
も様々な場面で佐用町を支援中。

オープンな地域コミュニテ   ィが防災と復興を前進させる
　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
復

興
に
は
、
地
域
住
民
の
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
加
え
て
、

外
部
の
人
た
ち
と
ど
う
結
び

つ
く
か
が
大
き
な
鍵
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

様
々
な
形
で
外
部
か
ら
の

働
き
か
け
も
あ
り
ま
す
し
、

佐
用
町
か
ら
外
部
へ
働
き
か

け
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ

う
。
本
日
開
催
の
「
ぼ
う
さ

い
朝
市
」
も
、
外
部
の
力
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
外
部
の
人
や
力
を

受
け
入
れ
る
オ
ー
プ
ン
な
地

域
社
会
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

防災と復興の仕組みを動か       すのは町民自身
　

今
回
の
討
議
の
ポ
イ
ン
ト

は
３
点
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
は
『
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
事
で
あ

る
』
と
い
う
こ
と
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
が
、
防
災

力
を
高
め
、
外
部
の
人
と
力

を
受
け
入
れ
、
復
興
を
前
進

さ
せ
る
要
素
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
点
目
は
『
行
政

に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
防

災
と
復
興
を
町
民
み
ん
な
で

考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
』
と

い
う
こ
と
。
行
政
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
も
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確

榊原昌彦さん（ＮＰＯぽっぽプラン代表）
　関西学院大学大学院生。災害以
降、若者の中心として佐用町の復
興に携わる。

行政の立場から

復興を応援する立場から

専門家の見地から

　

本
庁
舎
２
階
に
、
こ
の
ほ

ど
防
災
対
策
事
務
室
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
災
害

時
な
ど
の
困
難
な
状
況
で
情

報
収
集
・
分
析
・
対
応
を
す

る
に
は
、
独
立
し
た
事
務
室

が
必
要
」
と
す
る
災
害
検
証

委
員
会
の
提
言
を
踏
ま
え
つ

く
っ
た
も
の
。
こ
れ
ま
で
の

書
庫
を
改
修
し
、
テ
レ
ビ
３

台
や
緊
急
用
電
話
４
台
、
パ

ソ
コ
ン
、県
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
端
末
な
ど
の
情
報
機
器
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
部
屋
を
利
用
し
て
、

１
月
13
日
、
町
と
県
、
気
象

台
と
連
携
し
、
情
報
伝
達
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
町
職
員

の
訓
練
は
今
回
で
２
回
目
。

管
理
職
を
中
心
に
参
加
し
た

町
職
員
の
訓
練
実
施

防
災
対
策
事
務
室
完
成

完成した防災対策事務室
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町の防災力を高めるために    地域コミュニティは不可欠
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
防

災
マ
ッ
プ
は
、
つ
く
る
こ
と

以
上
に
、
人
が
集
い
、
話
し

合
う
こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
。

　

佐
用
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
昔
ほ
ど
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
降
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
重
要
性
が
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
災
害

を
経
験
し
て
、
地
域
住
民
の

力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
、

町
の
防
災
力
は
高
ま
ら
な
い

と
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

オープンな地域コミュニテ   ィが防災と復興を前進させる
期
待
す
る
の
は
、
災
害
を
経

験
し
「
こ
れ
以
上
、
悪
く
な

る
こ
と
は
な
い
」
と
覚
悟
を

決
め
て
、
様
々
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
。
大
金

を
稼
ぐ
の
で
は
な
く
、
ほ
ん

の
少
し
余
裕
の
あ
る
生
活
を

求
め
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

そ
の
た
め
に
町
の
『
売
り
』

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
に
は
佐
用
町
に
熱
い

思
い
を
抱
く
学
生
が
増
え
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
き
っ
か

け
を
、
皆
さ
ん
で
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
期
待
し
ま
す
。

防災と復興の仕組みを動か       すのは町民自身
認
し
ま
し
た
。

　

３
点
目
は
『
行
政
や
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
す
る
団
体

は
、
仕
組
み
づ
く
り
し
か
で

き
な
い
』と
い
う
こ
と
で
す
。

仕
組
み
は
つ
く
る
け
れ
ど
、

仕
組
み
を
動
か
す
役
割
は
、

行
政
や
ま
ち
づ
く
り
支
援
団

体
が
担
え
ま
せ
ん
。

　

地
域
内
外
の
様
々
な
力
で

生
ま
れ
る
新
た
な
防
災
の
仕

組
み
、
ま
た
復
興
へ
の
新
た

な
仕
組
み
を
、ど
う
動
か
し
、

明
る
い
未
来
を
築
く
か
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
力
に
か

か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　今回で３回目の開催となる
『ぼうさい朝市』。この行事は、
過去の大災害の被災地がネット
ワークを組んで、交流を通じて
災害時の助け合いの絆を深める
ために、全国で開催されていま
す。
　今回は東北から九州までの
15 地域が参加。山形のいも煮
や鹿児島県の黒豚の豚汁などの
ほか、佐用町の名物「ホルモン
焼きうどん」や「しかコロッケ」、

「さようしかバーガー」、また長
谷・石井・海内の各地域づくり
協議会から新鮮野菜の販売な
ど、数多くの屋台が並び、それ
らを買い求める多くの人たちで
にぎわいました。
　またボランティアで参加した
徳島県阿南市の阿波おどりグ
ループ「寿連」の皆さんが、本
場の阿波おどりを披露。そのほ
か、佐用町出身のアーチストな
どのライブ演奏も行われ、会場
はとても盛り上がりました。

「
食
」

ぼ
う
さ
い
朝
市

約
40
人
の
職
員
は
、
情
報
整

理
と
対
応
指
示
な
ど
一
連
の

作
業
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

後
も
訓
練
を
定
期
的
に
行
い
、

職
員
の
危
機
管
理
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

訓練のようす

会場を盛り上げた「寿連」の阿波おどり

で
つ
な
ぐ
被
災
地
の
絆き

ず
な

毎日新聞社主催のご当地バーガー選手権でグラ
ンプリに輝いた「さようしかバーガー」販売ブー
スにも長蛇の列
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　12 月４日・5 日に、上郡総合体育
館で行われた西播地区ミニバスケット
ボール冬季大会で、佐用ミニバスケッ
トボール教室（男子）が、４年生以下
の部で優勝、交歓男子の部で準優勝を
遂げました。６月に相生市で行われた
夏季大会でも同じ成績を残していた同
チームの子どもたちは、続く快挙に笑
顔を見せました。
　メンバーは 20 人。子どもたちは毎
週金曜日の夜、佐用勤労者体育セン
ターで、約２時間、熱心に練習に励み、
汗を流しています。今後の活躍に期待
がかかります。

夏季大会に続き優勝・準優勝 佐用ミニバスケットボール（男子）

チームの子どもたち。優勝・準優勝おめでとう

　

宇
多
く
ん
が
競
泳
を
始
め
た

の
は
一
昨
年
の
12
月
。「
水
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
だ
か

ら
」
と
、
県
立
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
（
播
磨
科
学
公

園
都
市
）
で
、
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
に
競
泳
を
教
え
る
「
光

都
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
に
最
年

少
で
入
会
し
ま
し
た
。
入
会
当

初
か
ら
、
半
年
で
ク
リ
ア
す
べ

き
目
標
タ
イ
ム
と
、
き
つ
い
練

習
メ
ニ
ュ
ー
を
課
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、懸
命
に
こ
な
し
ま
し
た
。

　
「
宇
多
く
ん
は
負
け
ん
気
が

強
い
子
で
す
。
居
残
り
練
習
も

さ
せ
ま
し
た
が
頑
張
り
ま
し

た
」
と
末
政
博
文
コ
ー
チ
。
そ

の
後
メ
キ
メ
キ
と
力
を
つ
け
、

目
標
タ
イ
ム
を
ク
リ
ア
。

　

そ
し
て
昨
年
８
月
か
ら
は
練

習
を
週
１
回
か
ら
３
回
へ
増
や

し
、
目
標
タ
イ
ム
を
同
大
会
記

録
の
19
秒
14
に
設
定
。
さ
ら
に

９
月
か
ら
は
練
習
時
間
を
２
時

間
か
ら
４
時
間
に
増
や
し
て
強

化
練
習
に
も
参
加
。
同
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
全
日
本
強
化
選
手

と
と
も
に
猛
特
訓
。
12
月
に
は

日
本
泳
力
検
定
３
級
に
合
格

し
、
大
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

　
「
大
会
は
緊
張
し
ま
し
た
」

と
照
れ
な
が
ら
話
す
宇
多
く

ん
。
９
～
12
歳
の
部
の
25
・
50

㍍
自
由
形
に
出
場
し
た
宇
多
く

ん
は
、
両
種
目
と
も
他
の
選
手

を
寄
せ
つ
け
な
い
圧
倒
的
な
速

さ
で
優
勝
。
特
に
25
㍍
で
た
た

き
出
し
た
18
秒
40
は
、
こ
れ
ま

で
の
大
会
記
録
を
７
年
ぶ
り
に

更
新
し
ま
し
た
。

　

栄
冠
を
勝
ち
取
り
、
大
き
く

成
長
し
た
宇
多
く
ん
は
「
ス

タ
ー
ト
練
習
に
力
を
入
れ
て
、

も
っ
と
早
く
泳
ぎ
た
い
」
と
今

日
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

6

宇多勝彦く 

ん２冠に輝く（
広
山
）

日本知的障がい者水泳短水路大会

　１月 10 日、千葉県習志野市の国際総合水泳場で開催され
た『第 13 回日本知的障がい者水泳短水路大会』に出場した
三日月小５年の宇多勝彦くんが、25・50㍍自由形で２冠に
輝きました。25㍍では大会記録を大幅に更新した宇多くん
は「本当にうれしいです」と輝く笑顔を見せました。

おめでとう！これからも頑張って

佐用川   の河川改修工事に着手な
ど

大
会
記
録
19
秒
14
を

目
標
に
猛
特
訓

ス
タ
ー
ト
練
習
で

18
秒
40
を
縮
め
た
い

ガ ッ ツ ポ ー ズ の 宇 多 く ん。
撮影後、厳しい練習メニュー
をもくもくとこなしていま
した（県立ふれあいスポー
ツ交流館にて）
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　兵庫県による佐用川などの本格的な河川改修工事が、昨年 12 月から始まりました。佐
用町は兵庫県と連携し、災害に強い、安全で安心なまちづくりを推進します。

●安全・安心のまちづくりのために

　

雨
量
、
被
害
と
も
に
過
去
最

大
を
記
録
し
た
一
昨
年
の
台
風

９
号
災
害
。
兵
庫
県
は
、
佐
用

町
と
連
携
し
、
千
種
川
水
系
の

大
規
模
河
川
改
修
を
行
い
ま

す
。
完
成
は
平
成
26
年
３
月
の

予
定
で
す
。

　

河
川
改
修
の
工
事
内
容
は
、

川
床
の
掘
削
と
拡
幅
、
堤
防
の

か
さ
上
げ
の
３
つ
。
場
所
に
応

じ
て
３
つ
の
工
事
を
組
み
合
わ

せ
、
河
川
の
安
全
性
を
高
め
ま

す
。

　

改
修
の
対
象
と
な
る
河
川
は

千
種
川
、
佐
用
川
、
大
日
山
川
、

庵
川
、
幕
山
川
、
江
川
川
（
上

の
イ
ラ
ス
ト
の
と
お
り
）
で
、

総
延
長
は
54
・
59
㌔
に
の
ぼ
り

ま
す
。

　

な
お
事
業
費
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
災
害
復
旧
助
成
事
業

　
　
　
　
　
（
約
３
０
０
億
円
）

②
災
害
関
連
事
業

　
　
　
　

  

（
約
21
億
円
）

③
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

　
　
　

    　
（
約
１
３
８
億
円
）

　

一
昨
年
８
月
の
台
風
９
号
災

害
の
後
、
11
月
か
ら
河
川
改
修

計
画
（
素
案
）
の
閲
覧
を
開
始

し
ま
し
た
。
昨
年
２
月
か
ら

自
治
会
ご
と
に
河
川
改
修
計

画
（
案
）
の
住
民
説
明
会
を
約

１
５
０
回
開
催
し
、
意
見
を
十

分
に
聴
い
て
河
川
改
修
計
画
に

反
映
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昨

年
８
月
か
ら
地
権
者
と
の
用
地

買
収
交
渉
を
始
め
、
用
地
買
収

が
終
わ
っ
た
地
区
は
、
昨
年
12

月
か
ら
順
次
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
格
的
な
工
事
で
、
大
型
車

の
交
通
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
大
規
模
河
川
改
修
の
残

土
運
搬
に
従
事
す
る
ダ
ン
プ

カ
ー
に
は
、
ピ
ン
ク
色
の
ゼ
ッ

ケ
ン
を
前
面
に
掲
示
し
、
安
全

運
転
に
努
め
ま
す
。

問
光
都
土
木
事
務
所
河
川
復
興
室

　
　
　
　

    

☎
82
・
２
０
４
５

問
建
設
課
河
川
復
興
事
業
推
進
室

　
　
　

        

☎
82
・
２
０
１
９

総
延
長
�4
・
�9
㌔
の

大
規
模
河
川
改
修

用
地
買
収
が
終
わ
っ
た

地
区
か
ら
工
事
開
始

▲

▲

①
災
害
復
旧
助
成
事
業

②
災
害
関
連
事
業

③
災
害
復
旧
等

　

関
連
緊
急
事
業

▲

▲

緊
急
河
道
対
策
�4
・
�9
㌔

改修する河川

▲

▲

佐用川   の河川改修工事に着手な
ど

（写真上）工事が進む佐用川
（写真下）河川改修の残土運搬のゼッケンを

　つけて土砂を搬出するダンプカー



��

　

昨
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か

ら
高
速
運
行
が
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ

姫
新
線
。
佐
用
町
・
た
つ
の
市
・

姫
路
市
で
組
織
す
る
姫
新
線
利

用
促
進
・
活
性
化
同
盟
会
で
は

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
３
０
０
万
人
乗

車
作
戦
」
を
合
言
葉
に
、
連
携

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
一
丸
と
な
っ
て
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
増
便
試
行
は
、
来
年
３

月
ま
で
の
期
間
限
定
。
現
在
は

１
時
間
に
１
本
の
ダ
イ
ヤ
を
確

保
し
て
い
ま
す
が
、
増
便
試
行

終
了
以
降
も
、
１
本
で
も
多
く

の
ダ
イ
ヤ
を
確
保
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

姫
新
線
利
用
促
進
・
活
性
化

同
盟
会
で
は
、
利
用
促
進
に
向

け
、
様
々
な
事
業
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　

同
線
と
宿
泊
施
設
を
生
か

し
た
ツ
ア
ー
パ
ッ
ク
の
企
画

や
、
春
か
ら
高
校
へ
進
学
す
る

新
入
生
を
対
象
と
し
た
利
用
の

推
進
、
ま
た
通
勤
・
通
学
で
の

利
用
を
気
軽
に
た
め
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
Ｊ
Ｒ
姫
新

増
便
試
行
は
来
年
３
月
ま
で

一
本
で
も
多
く
残
そ
う

鉄
道
・
バ
ス
な
ど

　

町
で
は
、
平
成
19
年
に
公
共
交
通
の
維
持
と
確
保
、
そ
し
て
利
便
性
の
向
上
な
ど
の

実
現
に
向
け
た
協
議
を
行
う
「
町
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議
会
」
を
組
織
し
、
多
く
の

公
共
交
通
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
、
様
々
な
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
公
共
交
通
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
守
る
に
は
、
皆
さ
ん
の
利
用
が
必
要
で
す
。

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

→

「
ツ
ア
ー
パ
ッ
ク
」
な
ど
で

利
用
促
進

�
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線
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
で
は
、
来
年
３
月
末
ま

で
、
佐
用
船
越
線
と
三
日
月
播

磨
科
学
公
園
都
市
線
で
実
証
運

行
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
開
催
し
た
町
公

共
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
１

便
あ
た
り
の
目
標
平
均
乗
車
数

を
佐
用
船
越
線
で
４
人
（
現
在

３
人
弱
）、
三
日
月
播
磨
科
学

公
園
都
市
線
で
３
人
（
現
在
２

人
弱
）
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

目
標
を
達
成
す
れ
ば
運
行
が

継
続
さ
れ
る
と
確
約
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用

者
数
は
事
業
の
見
直
し
に
非
常

に
重
要
な
要
件
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
利
用
が
、
公
共

交
通
を
守
り
ま
す
。

問
企
画
防
災
課
復
興
企
画
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
６
０

バ
ス
は
目
標
平
均
乗
車
数

ク
リ
ア
を
め
ざ
すあ

っ
た
か
田
舎　

   
パ
ッ
ク

鍋

　姫新線利用促進・活性化
同盟会で企画したお得な宿
泊プランです。
■期間　３月 31 日㊍まで
■場所
　笹ケ丘荘　☎８８－０１４９
　ゆう・あい・いしい
　　☎８５－０１００
　志んぐ荘（たつの市）
　　☎ 0791(75)0401
　赤とんぼ荘（たつの市）
　　☎ 0791(62)1266
■内　容
　ＪＲ姫新線を活用したお得な
宿泊パック（１泊２食 7,800 円・
夕食は、ぼたん・カモ・豚しゃぶ
などの鍋料理）です。さらに先着
で帰りの切符（ＪＲ姫新線姫路駅
～上月駅間に限る）を贈呈します。
また最寄りの駅から宿泊施設まで
は無料送迎を行います。
■申し込み・お問い合わせ
　直接施設へお願いします。
■その他　
　このプランは休前日を除きま
す。１室２人以上の利用が条件で、
他の割引との併用はできません。
また提示メニューは例ですので、
施設によって提供できないものも
あります。

特  典

①
１
泊
２
食
７
、
８
０
０
円

②
駅
か
ら
の
無
料
送
迎
あ
り

③
先
着
で
帰
路
の
切
符
を
贈
呈

ＪＲ姫新線おためしキャンペーン

お試し乗車で継続的な乗車を
　4 月からの通勤・通学定期の購入につなげる
ため、「お試し乗車券」として往復切符を贈呈
します（ただしＪＲ姫新線姫路駅～上月駅間
に限ります）。実際の利用で継続的な利用をご
検討ください。

■応募方法
　応募用紙に必要事項を記入の上、郵送・
ファックスでご応募ください。応募用紙はア
ンケートにもなっていますので、ご協力くだ
さい。応募用紙は町内のＪＲ各駅、各支所・
企画防災課復興企画室にあります。また町公
式ホームページ、姫新線マイレールクラブホー
ム ペ ー ジ（http//www.kishin.jp/index.html）
からダウンロードできます。

■応募締切　２月 28 日㊊

■当選発表
　応募多数の場合は抽選します。当選の発表は
発送をもって発表にかえます（３月 10 日発送）。

問企画防災課復興企画室　☎８２－２４６０

→

Ｊ
Ｒ
姫
新
線
で
行
く

ゆう・あい・いしいのぼたん鍋



10

平成23年
成人式

そ
れ
ぞ
れ
の 

夢 

に
向
か
っ
て

か
ら
は
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
（
入

江
将
記
）
★
私
の
周
り
の
す
べ
て
の
人
に
感
謝
♡
み
ん
な
大

好
き
っ
!!
ス
テ
キ
な
女
性
に
な
り
た
い
で
す
（
上
村
弥
生
）

★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
こ
れ
か
ら
は
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
仕
事
も
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
悔
い
な
く
楽
し
く
過
ご
す
ぞ
。
瓜
ボ
林
さ
い
こ
う

（
瓜
生
原
亜
美
）
★
誰
か
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
な
れ
る
優

し
い
人
に
な
り
た
い
で
す
（
大
内
伽
耶
）
★
仕
事
が
ん
ば
り

ま
す
（
大
内
静
也
）
★
大
学
を
無
事
卒
業
し
て
資
格
を
取
得

し
、
夢
を
叶
え
た
い
と
思
う
（
大
内
達
也
）
★
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
今
ま
で
い
っ
ぱ
い
迷
惑
か
け
て
ご
め
ん
な
さ
い
…

成
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
は
自
分
ら
し
く
頑
張
る
ね
（
大
内
知

波
）
★
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
感
謝
を
伝
え
て
い
き
た

い
。
ま
ず
、
今
ま
で
見
守
り
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝

し
、
お
礼
の
気
持
ち
を
返
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
友
人
、
支
え
て
く
れ
た
先
生

方
、
実
習
先
の
指
導
者
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
（
大
久
保
沙
貴
）
★
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
建
築

士
に
な
る
た
め
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
（
大
永
未
来
）
★

す
ば
ら
し
い
美
容
師
に
な
り
ま
す
（
キ
リ
ッ
）（
大
野
壮
真
）

★
新
成
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
家
族
に
は
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
目
標
に
向
か
っ
て
こ
つ
こ
つ
前
進
！
そ
し
て

念
願
の
お
姉
ち
ゃ
ん
と
同
じ
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
す
（
大
林
友

紀
）
★
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
に
、
仕
事
に
頑
張
り
た
い
（
大

前
未
有
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
！
ま
わ
り

の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す（
岡
田
拓
也
）

★
い
い
メ
ン
バ
ー
に
出
会
い
、
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま

す
（
岡
本
拓
弥
）
★
周
囲
の
方
々
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、

良
識
あ
る
社
会
人
に
な
り
た
い
で
す
（
岡
本
良
輔
）
★
10
代

→

　

今
年
の
成
人
式
を
１
月
３
日
、
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
参
加
し
た

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
１
９
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
晴
れ
姿
で
出
席
し
「
水
害
に
あ
っ
た
古
里
の
力
に
な

り
た
い
」「
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

★
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
な

お
か
つ
童
心
を
忘
れ
ず
、
尊
敬
さ
れ
る
大
人
に
な
っ
て
行
こ

う
と
思
い
ま
す
（
青
木
脩
二
）
★
20
才
に
な
っ
て
、
大
人
に

な
っ
た
自
分
！
こ
れ
か
ら
も
色
々
と
大
変
な
事
が
沢
山
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
前
に
進
ん
で
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
（
赤
染
智
香
）
★
い
い
女
性
に
な
り
た
い
（
阿
曽
伶

奈
）
★
常
に
周
り
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
社

会
人
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す（
阿
山　

優
）

★
周
り
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
過
ご
し
て
い

き
た
い
（
安
東
里
菜
）
★
今
年
か
ら
社
会
人
に
な
る
の
で
常

に
目
標
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
頑
張
り
た
い
で
す
（
筏　

奈
美
）
★
社
会
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
人
に
な

り
ま
す
（
井
口
智
貴
）
★
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と

う
（
池
田　

愛
）
★
大
人
に
な
っ
た
自
覚
は
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
ら
の
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い

で
す
（
石
田
紗
己
）
★
成
人
を
境
に
こ
れ
か
ら
様
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。
両
親
、
友
達
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
石

原
美
佳
子
）
★
い
ろ
い
ろ
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
成
人
万

歳
（
出
雲
井
郁
人
）
★
マ
マ
と
し
て
我
が
子
の
成
長
を
見
守

り
、
そ
し
て
妻
と
し
て
夫
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
（
出
雲
井　

香
）
★
目
標
を
持
ち
日
々
努
力
し
、

成
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
責
任
感
の
あ
る
大
人
に
な
り
ま
す

（
井
関
翔
太
）
★
新
成
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る

行
動
を
と
り
た
い
で
す
（
井
関
つ
か
さ
）
★
胸
を
張
っ
て
生

き
て
い
け
る
大
人
に
な
り
た
い
！
私
と
出
会
っ
て
く
れ
た
す

べ
て
の
人
に
感
謝
（
伊
東
美
香
）
★
大
切
に
し
た
い
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
稲
田
愛
子
）
★
こ
れ
か
ら
も
Ｂ
Ｉ

Ｇ
な
人
間
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
（
井
上
拓
耶
）
★
こ
れ

■
新
成
人
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

10

❶

❷

❸

❶会場で受付をする新成人たち
❷晴れ姿でにこやかに会場へ集まる新成人たち
❸会場に入る前に友人と記念撮影
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た
い
と
思
い
ま
す
（
衣
本
兼
吾
）
★
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

も
ち
、
立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
木
原
由
理
）

★
今
ま
で
以
上
に
行
動
に
責
任
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
（
木
南　

博
）
★
責
任
感
を
持
ち
、
周
り
に
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
成
人
に
な
り
た
い
（
木
村　

彩
）

★
こ
れ
か
ら
成
人
と
し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
（
木
村
美
貴
）
★
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

^ ﾛ ^
第
２
の
人
生
（
成
人
）
の
目
標
は
芸
能
界
を
目
指
し
て
い

る
の
で
誰
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
芸
能
人
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
（
金
高
明
良
）
★
立
派
な
社
会
人
に
な
り
た
い
で
す

（
熊
渕
沙
耶
）
★
自
立
し
た
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。（
肥
塚

恵
里
）
★
親
に
迷
惑
か
け
た
分
、
こ
れ
か
ら
は
恩
返
し
す
る

ぞ
!!
Ｔ
Ｋ
Ｃ
最
狂
（
小
谷
克
也
）
★
こ
れ
か
ら
20
歳
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
色
々
な
事
に
挑
戦
し
た
い
で
す
！

そ
し
て
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
!!
瓜
ボ

林
最
高
♡
Ｕ
４
大
好
き
（
小
林
芙
未
）
★
１
つ
１
つ
の
事
に

責
任
を
持
ち
子
供
の
お
手
本
に
な
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り

た
い
で
す
（
小
南
絵
莉
香
）
★
20
歳
に
な
っ
た
こ
と
を
人
生

の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
一
歩
一
歩
進
ん
で
い

き
ま
す
（
近
藤
智
哉
）
★
自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
実
感
は
無
い

で
す
が
、
20
歳
の
成
人
と
な
り
ま
し
た
。
大
人
ら
し
い
振
る

舞
い
を
心
が
け
た
い
と
お
も
い
ま
す
（
坂
本
菜
月
）
★
仕
事

を
頑
張
る（
竺
原
幸
乃
）★
こ
れ
か
ら
は
大
人
の
自
覚
を
も
っ

て
頑
張
る
（
重
内
貴
則
）
★
今
の
私
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
は

家
族
、
友
人
、
先
生
な
ど
周
り
の
人
達
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
人
と
し
て
素
晴
ら
し
い
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
（
清
水
美
彩
）
★
20
歳
の

誕
生
日
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
を
旅
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
く
「
自

分
探
し
の
旅
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
僕
に
と
っ
て
は
「
自
分

巡
り
の
旅
」
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
ん
な
自
分
と

出
会
っ
て
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
20
歳
の
冬
で
す
（
清

水
義
亜
）
★
酒
は
飲
ん
で
も
呑
ま
れ
る
な
（
下
野
剛
史
）
★

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
（
末
神
千
尋
）
★
大
人
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
（
杉
山　

綾
）
★
こ
れ
か
ら
は
、
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
（
諏
訪
直
紀
）
★
20
歳
に
な
り
ま
し
た
。
パ
パ
今
ま
で
あ

り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
瀨
戸

美
穂
）
★
名
実
共
に
大
人
に
な
り
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
は
１

人
の
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
し
ま
す
。
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
親
せ
き
の
み
な
さ
ん
、
私
、
め
っ
ち
ゃ

幸
せ
で
す
（
勢
能
由
望
）　　
　
　
　

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く

の
頃
は
、「
今
」
の
事
だ
け
を
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
れ

か
ら
は
「
今
」
も
「
未
来
」
も
考
え
て
い
け
る
人
に
な
り
た

い
（
尾
﨑
渓
香
）
★
20
年
間
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
（
尾
﨑
直
人
）
★
成
人
し
た

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
社
会
の
役
に
立
て
る
大
人
に
な
る
た
め
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
（
尾
﨑
正
弥
）
★
私
が
成
人
の
節
目
を
迎

え
ら
れ
た
の
は
一
重
に
父
、
母
を
は
じ
め
、
私
に
関
わ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
私
は
、
地
元

を
離
れ
生
活
し
ま
す
。
地
元
に
残
す
両
親
を
、
皆
様
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
織
田
ル
ミ
奈
）
★
つ
い
に

成
人
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
気
付
き
ま
し
た
、

両
親
の
あ
り
が
た
み
と
偉
大
さ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す（
垣
谷
美
紗
都
）

★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
て
る
人
に
な
り
た
い
（
蔭
山
友

紀
）
★
自
分
は
今
ま
で
大
勢
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
友
人
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、

そ
し
て
何
よ
り
ど
ん
な
と
き
に
も
支
え
て
く
れ
た
親
と
家
族

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
未
熟
者
な
私
で
す
が
、
誰
か

の
役
に
立
て
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
（
梶
生
彩
奈
）
★
楽
し
い
人
生･･･

と
言

え
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
加
藤
未
帆
）
★
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
す
。
そ
し
て
素
敵
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
金
谷
加

奈
）
★
今
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
く
１
人
前
の
大
人
に
な
っ
て
両
親

や
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
恩
返
し
を
し
た
い（
金
谷
尚
大
）

★
誰
か
の
心
に
残
る
こ
と
を
や
り
た
い
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん

な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
構
わ
な
い
（
金
谷　

耀
）
★
頑
張
り

ま
す（
紙
名
信
明
）★
今
ま
で
出
会
っ
た
全
て
の
人
に
感
謝
！

責
任
あ
る
行
動
を
と
り
、目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
す（
紙

本
知
世
）
★
親
孝
行
、
社
会
貢
献
の
で
き
る
社
会
人
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
た
い
で
す
（
茅
原
綾
乃
）
★
お
洒
落
で
素
敵

な
人
に
な
る
（
川
本
麻
奈
）
★
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
常
に
目
標
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
両

親
に
感
謝
し
て
、
い
つ
か
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
う
（
木
曽

　

徹
）
★
希
望
を
持
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
立
派

な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
木
戸
口
成
美
）
★
前
向
い
て
行

き
ま
す
！
楽
し
い
親
友
に
感
謝
！
厳
し
い
両
親
に
感
謝
！
元

気
な
自
分
に
感
謝
！（
衣
笠
雄
一
）★
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
自
分
ら
し
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
で
も

成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
（
衣
畑
理
沙
）
★
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
一
つ
一
つ
の
行
動
に
自
覚
と
責
任

を
持
っ
て
、
周
り
か
ら
見
本
と
さ
れ
る
よ
う
な
大
人
に
な
り

→

❹

❺

❻

❹❺新成人となった喜びを素直に表現
❻新成人を代表して誓いの言葉を述べる高畑志帆さん（右）と
　堤佑真さん。「佐用町がより良い町になるように、私たちも努
　力します」
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き
た
い
で
す
（
長
峰
志
遠
）
★
家
族
、
友
人
、
私
を
支
え
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
新
成
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
み
た
い
で
す
。
大
好
き
な
家

族
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
（
仲
村
志
穂
）

★
後
悔
し
な
い
よ
う
に
、
今
し
か
で
き
な
い
事
を
し
て
い
き

た
い
で
す
（
中
本
由
紀
）
★
こ
れ
か
ら
20
年
、
30
年
、
一
日

一
日
を
大
切
に
し
て
立
派
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
（
西
坂

　

彩
）
★
成
人
し
た
実
感
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
の
い
ろ
い
ろ
な
カ
ベ
を
乗
り
越
え
て
い
き
、
悔
い
の
無
い

人
生
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
（
西
坂
和
真
）
★
不
景
気
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
心
を
折
ら
ず
に
頑
張
り
ま
す
（
西
坂
宗
一

郎
）
★
お
酒
は
飲
ん
で
も
、
飲
ま
れ
る
な
（
西
崎
宏
哉
）
★

子
供
の
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
為
に
、
佐
用
か
ら
出
て
新

潟
の
大
学
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
責
任

あ
る
行
動
を
取
り
、
必
ず
資
格
取
得
を
し
て
社
会
福
祉
に
貢

献
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
（
野
村
侑
平
）
★
常
識
の
あ

る
人
間
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
で
も
自
分
ら
し
く
!!

人
間
の
命
に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
（
橋
本

　

栄
）
★
一
人
の
成
人
し
た
大
人
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
（
橋
本　

亮
）
★
大
人
と
い
う
自
覚
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
青
春
し
つ
づ
け
ま
す
（
畑
中
美
紀
）

★
責
任
の
あ
る
行
動
が
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
（
花
尾　

澪
）
★
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ

る
行
動
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
（
花
高
優
生
）
★
夢
が

か
な
う
よ
う
、
頑
張
っ
て
み
ま
す
（
濱
名
佑
弥
）
★
20
歳
の

朝
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
青
空
の
町
に
居
ま
す
。
成
人
式
は

一
人
ぼ
っ
ち
で
す
が
佐
用
へ
の
想
い
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。
元

気
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
ま
す
（
羽
山
真
央
）
★
が
ん
ば
り
ま

す
（
原
田
幸
輝
）
★
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
、

あ
り
が
と
う
（
春
井
裕
貴
）
★
成
人
ぶ
る
の
で
は
な
く
、
成

人
ら
し
く
責
任
を
も
て
る
大
人
に
な
り
た
い
（
春
名
宏
俊
）

★
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
（
春
名
佑
紀
）
★
消
極
的
な
自
分
を
捨
て
、
積
極
的
に

な
る
（
平
井
啓
之
）
★
後
悔
し
な
い
よ
う
に
一
日
一
日
を
大

切
に
過
ご
し
た
い
で
す
（
平
井
雅
人
）
★
20
歳
に
な
っ
て
も

体
は
中
学
生
（
福
溜
裕
基
）
★
自
分
の
言
葉
と
行
動
に
責
任

の
も
て
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
福
盛
真
理
）
★
一
生
懸

命
、
努
力
し
結
果
を
得
て
い
け
る
様
頑
張
り
ま
す
。
周
り
の

皆
様
に
感
謝
で
す
。（
福
盛
里
絵
）★
佐
用
復
活（
藤
井
貴
之
）

★
祝
!!
成
人
（
藤
木
貴
史
）
★
20
歳
と
し
て
、
自
分
の
行
動

に
責
任
を
も
ち
人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
、
楽
し
ん
で
い
き

ま
す
♡
佐
用
大
好
き
（
藤
本
由
紀
）
★
お
父
さ
ん　

あ
り
が

と
う
（
藤
本
隆
平
）
★
佐
用
の
自
然
を
愛
し
、
町
を
愛
し
続

け
ま
ー
す
（
船
曵
依
世
）
★
新
成
人
と
し
て
こ
れ
ま
で
育
て

★
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
と
し
て
何
事
に
も
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
た
い
で
す
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
周
り
の
す
べ
て
の
人

へ
、
あ
り
が
と
う
（
妹
尾
美
鈴
）
★
新
成
人
と
し
て
、
き
ち

ん
と
し
た
一
人
の
大
人
と
し
て
、社
会
の
一
員
と
し
て
、様
々

に
関
わ
り
を
広
げ
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会

人
と
し
て
佐
用
か
ら
離
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
（
孝
橋　

梓
）
★
素
敵
な
女
性
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
（
高
畑
志
帆
）
★
社
会
人
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
高
畑　

博
）
★
責
任
あ

る
行
動
を
し
て
将
来
頑
張
り
ま
す
（
瀧　

重
樹
）
★
頑
張
っ

て
ま
す
（
竹
田
晃
大
）
★
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ　

ｉ
ｓ　

ｗ
ｈ
ａ
ｔ　

ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｅ
ｎ　

ｗ
ｈ
ｉ
ｌ
ｅ　

Ｉ　

ｂ
ｕ
ｓ
ｙ　

ｍ
ａ
ｋ

ｉ
ｎ
ｇ　

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ　

ｐ
ｌ
ａ
ｎ
．（
竹
花　

萌
）
★
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
竹
本
将
悟
）
★
両
親
を
は

じ
め
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
ま
す
！
大
人
に

な
っ
た
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
で
す
（
谷
口
加

奈
）
★
仕
事
に
責
任
を
持
ち
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
誰
に

で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
毎
日
を
た
の
し
く
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
（
谷
口
陛
猛
）
★
自
分
も
周
り
の
人
も
明
る
く

で
き
る
名
前
通
り
の
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
い
つ
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張
る
（
谷
口　

陽
）
★
去
華
就
実

　

恥
を
か
か
な
い
大
人
に
な
り
た
い
。
自
分
を
認
識
し
、
人

と
比
べ
る
生
き
方
を
や
め
る
（
田
渕
雅
也
）
★
進
歩
（
田
村

壽
生
）
★
学
生
の
ま
ま
20
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
高
卒
就
職
者

の
方
々
よ
り
社
会
人
と
し
て
の
遅
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
学
生
生
活
を
有
意
義
に
使
い
就
職
を
無
事
に
迎
え
た
い
で

す
（
田
村　

亘
）
★
大
人
の
自
覚
を
持
ち
一
つ
ひ
と
つ
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
た
い
（
塚
﨑　

涼
）
★
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
友
人
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
（
堤　

佑
真
）
★
あ
っ
と
い
う
間
の
20

年
で
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
て
た
か
ら
そ
う
思
え
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
家
族
・
友
人
達
の
お
か
げ
だ
と
思
う
の
で
、

皆
さ
ん
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
（
寺
谷
ひ
ふ
み
）
★
責
任
感
の
あ
る
大

人
に
な
り
た
い
で
す（
戸
井
本
桜
子
）★
自
分
ら
し
く
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
（
敏
蔭
真
理
）
★
立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
中
井　

彩
）
★
20
歳
に
な
り

ま
し
た
が
中
身
は
ま
だ
ま
だ
子
供
な
の
で
、
中
身
も
大
人
に

な
り
た
い
で
す
（
中
井
晟
平
）
★
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
た

い
と
思
う
（
長
井
優
太
）
★
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
（
中

川
真
一
）
★
成
人
と
し
て
１
つ
１
つ
の
行
動
に
責
任
を
も
つ

（
中
野
雄
介
）
★
社
会
人
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
立
派
な
人
間
に
な
る
た
め
に
日
々
精
進
し
て
い

→

❶❷

❶佐用チャンネルなどの取材にも応じます。少々　
　緊張気味？
❷式典終了後は、会場周辺で友人とスナップ撮影。
　カメラを向けられて、大忙しの新成人たち
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ま
す
。
祖
父
母
の
よ
う
に
孫
か
ら
も
慕
わ
れ
、
尊
敬
さ
れ
、

父
の
よ
う
に
も
の
知
り
で
、家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
働
き
、

母
の
よ
う
に
料
理
上
手
で
、女
性
と
し
て
強
く
か
っ
こ
よ
く
、

兄
の
よ
う
に
好
き
な
こ
と
を
と
こ
と
ん
続
け
、
人
づ
き
あ
い

が
上
手
で
誰
と
で
も
仲
良
く
、
弟
の
よ
う
に
器
用
で
、
誰
に

で
も
平
等
に
優
し
い
、
と
い
っ
た
矢
内
家
の
い
い
と
こ
ど
り

を
し
た
立
派
な
女
性
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
☆
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
（
矢
内
さ
と
み
）
★
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
矢

内
由
樹
）
★
成
人
と
し
て
、
恥
じ
る
こ
と
の
無
い
生
活
を
過

ご
す
（
柳
谷
俊
輔
）
★
成
人
式
を
迎
え
、
気
持
ち
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
も
っ
て
素
敵
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
山
内
優
香
）
★

す
て
き
な
大
人
、
す
て
き
な
Ｎ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ
に
な
る
（
山
川
愛

里
）
★
ま
だ
新
成
人
と
し
て
の
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、「
大

人
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
た
い
で
す
（
山
口
留
奈
）
★
僕

は
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
為
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

尊
敬
す
る
父
を
越
え
る
よ
う
な
大
人
に
成
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
（
山
﨑
郁
弥
）
★
成
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
（
山
下
晃
平
）
★
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
ず
つ
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
山
田
美
菜
子
）
★
成

人
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
、
自
分
を
磨
け
る
よ
う
努
力
し
た

い
で
す
（
山
田
吏
紗
）
★
新
成
人
と
し
て
気
持
ち
を
改
め
て

仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
山
田
隆
太
）
★
こ
れ

か
ら
も
最
高
の
人
生
を
（
山
根　

輝
）
★
愛
媛
で
臨
床
検
査

技
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
に
貢

献
出
来
る
様
頑
張
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
達
に
、
ま
だ
ま
だ

迷
惑
か
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
（
山
本
真
喜
）
★
い
ろ
ん
な
人
に
あ
り
が
と
う
。
自

立
し
た
大
人
に
な
り
た
い
で
す
（
山
本
真
世
）
★
立
派
な
大

人
に
な
る
（
湯
浅
宏
亮
）
★
今
ま
で
、
私
を
育
て
て
く
れ
た

全
て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し
て
、

私
の
夢
で
あ
る
、「
小
学
校
の
先
生
」
に
な
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
進
み
続
け
ま
す
っ
（
横
山
恵
理
）
★
Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｄ

ａ
ｙ　

ｉ
ｓ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
（
横
山
由
依
）
★
成
人
の
日
を

迎
え
て
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
行
動
、言
動
に
責
任
を
持
ち
、

誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま

で
自
分
を
支
え
て
下
さ
っ
た
人
達
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。・

感
謝
・（
𠮷
田
賢
史
）
★
子
供
か
ら
大
人
へ
移
行
す
る
時
、

今
日
か
ら
は
今
ま
で
以
上
に
責
任
あ
る
行
動
、
そ
し
て
や
さ

し
い
心
を
も
っ
て
日
々
、
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
𠮷
田
理

紗
）

て
下
さ
っ
た
両
親
や
周
囲
の
方
々
に
感
謝
し
、
責
任
と
い
う

も
の
を
大
切
に
出
来
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
船

曳　

潮
）
★
成
人
に
な
り
様
々
な
社
会
問
題
な
ど
を
身
近
に

感
じ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
こ
と
も
真

剣
に
考
え
立
派
な
社
会
人
に
な
れ
る
様
頑
張
り
ま
す
（
船
引

浩
平
）
★
大
人
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
、
日
々
生
活
し
て
い

き
た
い
（
舟
引　

聡
）
★
石
の
上
に
も
三
年
。
仕
事
辞
め
ず

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
（
船
曳　

廉
）
★
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

マ
ッ
タ
リ
楽
し
み
ま
し
ょ
う
（
棒
谷　

徹
）
★
板
金
屋
で
ま

だ
ま
だ
修
行
中
で
す
が
、
い
つ
か
絶
対
自
分
の
店
を
持
て
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
（
寶
野
吉
高
）
★
頑
張
り
ま
す
（
増
田
恵

理
佳
）
★
就
職
氷
河
期
を
乗
り
切
り
、
良
識
あ
る
大
人
に
な

り
ま
す
（
松
浦
靖
岳
）
★
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
（
松
尾
幸
穂
）
★
20

歳
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
た
ね
ば
…
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。こ
こ
ま
で
、

無
事
に
成
長
で
き
た
の
は
、
家
族
や
地
域
の
方
々
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
（
松
坂
美
貴
）
★
お
か
ん
。
い
や
、
し
げ
り
。
産
ん

で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。森
本
た
い
ち
。高
校
で
の
ヒ
ー
ロ
ー

や
っ
た
。
瀧
し
げ
き
。
お
尻
の
果
実
（
丸
山　

亮
）
★
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
（
道
上
奈
菜
）
★

夢
を
諦
め
ず
、
成
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
（
美

馬
拓
馬
）
★
僕
は
家
族
に
も
友
達
に
も
環
境
に
も
恵
ま
れ
て

幸
せ
者
で
す
。
20
歳
は
飛
躍
の
年
で
す
（
宮
西
勇
人
）
★
い

つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
（
宮
本
郁
香
）
★
新
聞
や
テ
レ
ビ
に

顔
や
名
前
が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
（
宮

本
祥
寛
）
★
新
成
人
と
し
て
良
識
あ
る
行
動
を
と
れ
る
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
（
本
種　

凌
）
★
と
り
あ
え
ず
、
20

年
間
僕
を
育
て
て
も
ら
っ
て
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
貯
金
５
０
０
万

円
で
す
（
盛
岡　

慎
）
★
た
く
さ
ん
の
友
達
に
出
会
え
た
事

に
感
謝
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
（
盛
﨑
公
佑
）
★
何
事
も

諦
め
ず
、
笑
顔
溢
れ
る
素
敵
な
大
人
に
な
り
ま
す
（
盛
﨑
咲

樹
恵
）
★
成
人
と
し
て
、
責
任
を
も
っ
た
行
動
を
し
た
い
と

思
い
ま
す（
盛
﨑
祥
真
）★
何
事
に
も
余
裕
と
計
画
性
を
も
っ

て
行
い
た
い
で
す
（
森
田
多
恵
）
★
立
派
な
大
人
に
な
り
た

い
で
す
（
森
田
貴
介
）
★
自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
る
（
森
本

雄
也
）
★
成
人
に
な
っ
た
け
ど
、
ま
だ
父
に
頼
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
早
く
自
立
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
（
八
木
静
穂
）
★
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
家

族
、
親
戚
、
友
達
、
仲
間
、
先
輩
、
後
輩
、
恩
師
、
地
元
、

私
の
人
生
に
少
し
で
も
関
わ
り
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

■平成23年成人式 →

❸❹

❸「先生久しぶり」「元気そうやね」。恩師との再会に笑
　顔がこぼれます
❹家族に感謝し、友人を大切にして、それぞれの夢に向
　かってはばたけ、新成人

13
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS
被災地同士の絆

きずな

「竹筒灯ろう」
ボランティアで竹筒灯ろうづくり

ボランティアメンバーの皆さん

　１月 8 日、南光ふれあい基金や手づくり文化
スタッフ、ホルモンうどん食わせ隊、星都づくり
協議会などで組織する竹筒づくりグループ（代
表：大林和也さん（東徳久））の 20 人が、阪神・
淡路大震災の犠牲者を鎮魂する「1.17 のつどい」
で使用する竹筒灯ろうを作成しました。
　この灯ろうづくりは今年で 14 年目。竹は 12
月下旬に、飛岡正俊さん（土井）所有の竹林から
約 200 本切り出しました。この日は、その竹を
電動のこぎりで短く切り、ローソクをともせる竹
筒に加工。約 1500 本を作成しました。
　加工した竹筒は 1 月 10 日、「1,17 のつどい」
実行委員のメンバーに手渡されました。

人出でにぎわう久崎商店街

手作りの歳の市を楽しむ
ザ・久崎市 2010

　久崎地域づくり協議会主催の年末恒例の手作
り歳の市「ザ・久崎市 2010」が、12 月 26 日、
久崎商店街で開催されました。上郡エイサー倶
楽部「てぃだ」の沖縄民謡の歌と踊りで幕開けし、
大勢の人でにぎわいました。
　今回も久崎地区の集落をはじめ、数多くの商
店や団体が参加。手作りこんにゃくやしめ縄の
販売のほか、子育てほっとステーション久崎で
は、災害以降、町の復興に携わる京阪神の学生
グループ「チャコネット」などのふれあい喫茶
や足湯なども行われ、ふれあいを楽しみました。
　実行委員長の福井泰彦さん（家内）は「世代
を問わず多くの笑顔を見ることができました」
とうれしそうに話していました。

「ぼうさい甲子園」
佐用高校の取り組みが高い評価

受賞式のようす

　子どもたちが学校や地域で主体的に取り組む
「防災教育」の先進的な活動を表彰する『1.17 防
災未来賞「ぼうさい甲子園」』で、佐用高校が優
秀賞に輝きました。１月９日、県公館で開かれ
た授賞式には、農業科学科防災プロジェクトチー
ムの押田充巨くん（３年）と定森惇宏くん（３年）
が参加。表彰状と盾を受け取り、会場から大き
な拍手が送られました。
　同チームは、水害や地震への対処法を伝える
紙芝居を制作し、一昨年の水害を多くの人に伝
えようとする活動などが高く評価されました。

で優秀賞
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まちのわだい

FLASH  NEWS

福井選手 ( 左）を激励する佐用スターズの北村代表

記憶と記録に残る選手に
佐用スターズ出身福井優也選手を励ます会

　硬式少年野球チーム「佐用スターズ」出身で
昨年のドラフト会議で広島東洋カープ１位指名
を受けた福井優也選手を励ます会（佐用スター
ズ主催）が、１月９日、たつの市で開催されま
した。後輩や恩師、友人など約 240 人が祝福に
駆けつけました。
　冒頭に、佐用スターズ代表の北村正富さん（上
町）が「これからが勝負。記憶と記録に残る選
手をめざしてほしい」と激励しました。また福
井選手は「皆さんの応援を励みに、開幕一軍入
りをめざし頑張りたい」と決意表明しました。
　歓談中、終始野球少年たちに囲まれていた福
井選手は、サインや記念撮影に快く応じていま
した（関連記事：裏表紙 28㌻）。

休憩施設前で初打ちを楽しみました

初打ち会でお披露目
南光スポーツ公園に休憩施設が完成
　整備を進めていた南光スポーツ公園の休憩施
設２棟が完成し、1 月 11 日、グラウンドゴル
フ協会ひまわり会の初打ち会でお披露目されま
した。この建物は休憩以外にイベントの拠点な
ど多目的に活用するもの。山林の保護にも一役
かおうと、杉やひのきで建てています。
　初打ち会では、会長の篠原弘己さん（下徳久
下）が「この施設を活用し健康づくりにはげみ
ましょう」と会員に呼びかけました。
　なお、他にもテニスコート３面の人口芝の張
替えや、照明器具 16 灯もリニューアルしまし
た。

田んぼの中で行われた春哉集落のとんど

集落みんなで里親に
春哉集落が「とんど」で子どもたちを受け入れ

　１月 15 日、春哉集落で行った「とんど」に、
児童養護施設アメニティホーム光都学園の子ど
もたち１７人が参加しました。
　この取り組みは、年末・年始に集落のかたが
里親をした際、子どもから「とんどに参加したい」
と声があがったことがきっかけ。子どもたちは、
とんどで出来た炭でもちを焼いたり、焼き芋を
したりしながら、今年一年の無病息災をお祈り
していました。また、集落のボランティアグルー
プ「ほほえみ」の皆さんによる温かいぜんざい
も振舞われました。
　参加した子どもたちは「来年もまた参加した
い」と楽しそうな表情で見せました。
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第
10
回
住
民
手
づ
く
り
芝
居

雪
の
女
王

　地域文化の発展と、住民の交流の場をつくる
目的で行ってきた「おりひめホール住民手づ
くり芝居」も、今回で 10 回目を迎えます。ス
タッフ一同、２月の公演に向け稽古や舞台制
作に励んでいます。ぜひご来場ください。

日時

場所

２月26日土 午後６時30分開演

２月27日日 午後２時開演

おりひめ文化ホール
（さよう文化情報センター）

■入場料　前売り　一　　　般　1,000 円
　　　　　　　　　高校生以下　   500 円
　　　　　当　日　一　　　般　1,200 円
　　　　　　　　　高校生以下　   600 円

 問生涯学習課　☎８２－３３３６

復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

江
尻
南
美
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　世界的に活躍中のピアニスト江
尻南美さんによる災害復興支援リ
サイタルを、スピカホールで開催
します。素晴らしいピアノ技術と
安らぎの演奏をご鑑賞ください。

日時

場所

３月６日日 午後６時30分開演

スピカホール
■入場料　500 円（ドリンク付）

■チケット取扱所
　スピカホール、さよう文化情報センター、
町民プール、上月体育館、住民課、各支所地
域振興室

問スピカホール　☎８２－０５９５

緊
急
用
警
報
笛
を
お
手
元
に

災
害
な
ど
緊
急
時
に
助
け
を
求
め
る
と
き
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い

　町民生委員児童委員協議会では、平
成 22 年 11 月１日現在で、75 歳以上
の一人暮らし、80 歳以上の二人暮ら
しのかた、災害時要援護者台帳に登録
されているかたを対象に「緊急用警報
笛」をお配りました。
　これは、災害などの緊急時、少しで
も遠くに助けを求めたいときに使用す
るもの。少しの息で大きな音が響きま
す。いざというときのために、普段か
らこの笛を身に付けておきましょう。

　全国でタイガーマスクの主人公など
を名乗る人から寄付が相次ぐ中、１月
17 日、佐用町役場にも「こども商品券」
が郵送で届きました。
　中には「私からの精一杯の贈りもの
です。佐用町の子どもたちのために
使ってください。２年前の豪雨災害か
らの復興を願っています」というメッ
セージが添えられ、名前は「フレッシュ
プリキュア」と記されていました。
　商品券は、さよう子育て支援セン
ターで有効に活用します。

「
こ
ど
も
商
品
券
」
が
届
く

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

配布された警報笛届いた商品券
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2011/ ２月号

おめでとうございます
　福田寛治さん（櫛田）、藤木シヅヱさん（下長尾）、小林トヱさん（船越）が百歳を迎えられました。
　明治 43 年 12 月から明治 44 年１月生まれの皆さんは、大変お元気で家族から温かい祝福を受け
られました。町からは長寿祝金と花束が贈呈されました。

小林トヱさん福田寛治さん 藤木シヅヱさん

■主　催　宿場町ひらふくまつり実行委員会
■開催日　４月 10 日㊐
■募集する役どころ
　殿様・奥方・姫君・家老・奉行・典医・茶坊主　各１人
　侍 14 人、腰元 10 人、奴 8 人
■対象者　満 15 歳以上のかた　※町内外不問
■応募締切　２月 25 日㊎
■決　定　応募者が多数の場合は、抽選します
■リハーサル　４月３日㊐に平福体育館にて
■申し込み・お問い合わせ
　郵便番号、住所、お名前、年齢、性別がわかる
ように、　葉書・ファックス、または電話でお申し
込みください。
　〒 679 － 5380
　佐用町佐用 2611-1　佐用町役場商工観光課
　☎８２－０６７０　ＦＡＸ：８２－０１３１

大名行列参加者募集
宿場町ひらふくまつり

南光子ども歌舞伎３月公演

　子ども歌舞伎クラブの稽古の成果を披露し、
在校生や地域の皆さんに民俗芸能の継承を伝え
る恒例の公演です。今回の演目は 播州歌舞伎「義
経千本桜」です。あたたかい服装でお越しくだ
さい。

問南光支所地域振興室　☎７８－０１２３

入場無料

昨年の公演

日時

場所

３月４日金 午後２時30分開演

三河小学校体育館

祝百歳
いつまでもお元気で
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町
で
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
か

た
は
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、

商
工
観
光
課
定
住
対
策
室
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅

　
【
佐
用
地
域
】
上
町
・
山
王
・

　
　

柴
谷
・
平
福

　
【
上
月
地
域
】
力
万
・
幕
山
・

　
　

上
上
月
・
新
久
崎

　
【
南
光
地
域
】
下
徳
久
・
三

　
　

河

　
【
三
日
月
地
域
】
屋
敷
前
・

　
　

田
此
・
中
町
・
祇
園

※
町
営
住
宅
の
一
覧
で
、
空
き

　

家
が
あ
る
住
宅
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

２
月
４
日
㊎
～
３
月
４
日
㊎

■
入
居
資
格　

　

税
金
の
滞
納
が
な
い
か
た
、

同
居
す
る
親
族
の
あ
る
か
た
、

収
入
基
準
に
合
う
か
た
な
ど

■
申
込
書
類　

　

商
工
観
光
課
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

入
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
で
、

所
得
の
あ
る
か
た
全
員
の
所
得

証
明
と
納
税
証
明
書
（
と
も
に

税
務
課
発
行
の
も
の
）
及
び
住

民
票
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

資
格
審
査
後
、
町
営
住
宅
入

居
者
選
考
委
員
会
で
登
録
・
決

定
し
ま
す
。
登
録
期
間
は
４
月

１
日
～
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

■
そ
の
他

　

収
入
基
準
、
家
賃
な
ど
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
定
住
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●人間サイズのまちづくり賞

NPO法人ほっとネット373
佐用保育園・さよう子育て支援センター

　すぐれた建築物やまちづくり活動に功績があっ
た団体・個人を表彰する兵庫県の「人間サイズの
まちづくり賞」に、今年度、「NPO 法人ほっとネッ
ト 373」と「町立佐用保育園・さよう子育て支
援センター」が選ばれました。
　「NPO 法人ほっとネット 373」は、兵庫・岡山・
鳥取３県をまたぐ国道 373 号沿線で、県境を越
えた交流や地域活性化を図る活動が、また「町立
佐用保育園・さよう子育て支援センター」は、周
囲の山並みに配慮した屋根の形状や、県内産の木
を多用し木のぬくもりを感じることなどが高く評
価されました。

受賞

播磨科学公園都市の
イベントで活動ＰＲ
を行う NPO 法人ほっ
とネット 373 の皆さ
ん

さよう子育て支援
センター

復興
支援

佐用町

竹炭祭り
～竹切って炭焼いてしなやかな佐用へ～

　『佐用町を支援する市民
ネットワーク』主催のイ
ベントです。竹炭コンテ
ストや、物産・飲食コー
ナー、足湯、いらなくなっ
たおもちゃを交換する ” か
えっこバザール ”、竹炭石
けんづくり体験コーナー
など、盛りだくさんの内
容です。

日時

場所

２月13日日 午前11時～午後２時

笹ケ丘ドーム

２月12日土 午後１時30分～午後５時

笹ケ丘荘１階ホール

シンポジウム「炭」を活
い

かした福祉と防災のまちづくり

講　演　「やま」と「かわ」から守る佐用のまち
　　　　佐用町長　庵逧典章
報告会　「炭焼きを活かした福祉と防災のまちづくり」
　　　　上月竹炭生産組合、いずみ野福祉会つ
　　　　じやま作業所（大阪府）など６団体

日時

場所

問イベント事務局（被災地 NGO 協働センター内）
　☎０７８（５７４）０７０１
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2011/ ２月号

■
火
災
は
４
年
間
横
ば
い

　

火
災
件
数
は
11
件
で
、
前
年

に
比
べ
２
件
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
４
年
間
は
横
ば
い
の
状
況

で
す
。

　

種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災

６
件
、
車
両
火
災
２
件
、
そ
の

他
火
災
３
件
で
、
地
域
別
で
み

る
と
、
佐
用
地
域
４
件
、
上
月

地
域
３
件
、
南
光
地
域
１
件
、

三
日
月
地
域
２
件
、
中
国
道
１

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
救
急
は
過
去
最
多

　

救
急
件
数
は
８
４
５
件
で
、

前
年
に
比
べ
48
件
の
増
加
と
な

り
、
過
去
最
多
の
出
動
と
な
り

ま
し
た
。

　

種
別
で
み
る
と
、
急
病

４
６
０
件
、
一
般
負
傷
１
０
６

件
、
交
通
事
故
88
件
、
転
院
搬

送
１
６
０
件
、
そ
の
他
31
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
月
平

均
約
70
件
出
動
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

搬
送
人
員
は
８
２
８
人
で
、

こ
れ
は
町
民
の
約
24
人
に
１
人

を
搬
送
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
救
助
は
減
少

　

救
助
件
数
は
21
件
で
、
水
害

の
あ
っ
た
前
年
に
比
べ
10
件
も

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

　

種
別
で
み
る
と
、
交
通
事
故

18
件
、
そ
の
他
３
件
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
そ
の
他
出
動
も
横
ば
い

　

そ
の
他
の
出
動
件
数
は
53
件

で
、
前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

種
別
で
み
る
と
、
救
急
支
援
26

件
、
検
索
12
件
、
捜
索
４
件
、

そ
の
他
11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
出
動　

救
急
隊
だ
け

で
は
活
動
が
困
難
な
場
合
の
救

急
支
援
、
炎
や
煙
の
確
認
を
行

う
検
索
、
行
方
不
明
者
捜
索
な

ど
の
活
動
を
指
し
ま
す
。

問
消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
２

救
急
は
過
去
最
多
・
火
災
は
横
ば
い

平
成
22
年　

火
災
・
救
急
・
救
助

 

 

火災件数の推移

救急件数の推移

救助件数の推移
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40

H18 H19 H20 H21 H22

14 11

26

31

21

20

40

60

H18 H19 H20 H21 H22

24 16
34

�2 �3

５
月
末
ま
で
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
を
守
る　

住
宅
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

住
宅
火
災
で
逃
げ
遅
れ
て
亡

く
な
る
人
を
減
ら
す
た
め
、

５
月
31
日
ま
で
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ま

だ
期
限
ま
で
猶
予
が
あ
る
」

と
思
わ
ず
に
、
な
る
べ
く
早

め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
煙

式
）
を
設
置
す
る
場
所
は
、

す
べ
て
の
寝
室
、
台
所
、
そ

し
て
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ

る
場
合
は
、
寝
室
が
あ
る
階

の
階
段
で
す
（
３
階
建
て
以

上
の
住
宅
の
場
合
は
消
防
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

問
消
防
署　

☎
82
・
３
８
７
２

台所に設置する住宅用火災警報器は、コンロの

真上にあると調理中の蒸気などで誤作動する可

能性がありますので、コンロから離して設置し

てください。

寝室

階段

台所

（件）

（件）

（件）

（件）
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申
告
に
備
え
、
事
前
に
準
備

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書

　

個
人
事
業
主
な
ど
、
営
業
所

得
や
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得

の
あ
る
か
た
は
、
事
業
の
収
入

や
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た

「
収
支
内
訳
書
」
の
添
付
が
必

要
で
す
。
事
前
に
作
成
し
て
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除　

　

人
ご
と
に
計
算
し
た
「
医
療

費
明
細
書
」
を
作
成
し
て
領
収

書
と
併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
控
除　

　

本
人
や
配
偶
者
、
扶
養
控
除

を
受
け
る
か
た
が
、
障
が
い
者

手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
場
合
、
障
が
い

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
ま
た
手
帳
が
な
く
て

も
、
要
介
護
認
定
な
ど
で
日
常

生
活
自
立
度
が
中
程
度
以
上
の

か
た
は
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
上
月
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
で
手
続
き
を

し
、
対
象
者
認
定
書
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

災
害
に
よ
る
雑
損
控
除
の
繰
越
し

　

昨
年
、
災
害
に
よ
る
雑
損
控

除
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
か
た

の
う
ち
、
翌
年
に
繰
越
額
の
あ

る
か
た
は
今
年
の
確
定
申
告
で

税
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　

税
務
署
か
ら
届
く
所
得
税
の

確
定
申
告
の
書
類
一
式
と
平
成

21
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

書
（
損
失
申
告
用
）
控
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
申
告　

　

事
業
と
し
て
農
業
を
営
み
、

農
業
所
得
の
あ
る
場
合
は
申
告

が
必
要
で
す
。
自
家
消
費
す
る

米
の
み
の
生
産
や
、
農
地
保
全

の
た
め
に
農
業
を
営
ん
で
い
る

平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
、
平
成
23
年
度
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は

２
月
16
日
水
～
３
月
15
日
火
ま
で

場
合
、
申
告
は
不
要
で
す
。

公
的
年
金
収
入
の
み
の
か
た　

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
か

た
の
う
ち
、
65
歳
未
満
で
公
的

年
金
収
入
が
98
万
円
以
下
、
65

歳
以
上
で
公
的
年
金
収
入
が

１
４
８
万
円
以
下
の
か
た
は
申

告
は
不
要
で
す
。

町
県
民
税
の
申
告　

　

生
活
保
護
、
無
職
、
扶
養
・

援
助
、
遺
族
年
金
や
障
が
い
年

金
の
収
入
の
み
な
ど
、
平
成
22

年
中
に
収
入
の
な
か
っ
た
か
た

も
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
低
所
得
判
定
な
ど
の
負

担
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め

に
、
申
告
書
裏
面
の
「
収
入
が

な
か
っ
た
か
た
の
記
載
欄
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
告

会
場
ま
た
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
給
与
所
得
者
の
か
た
で
、

年
末
調
整
を
さ
れ
、
ほ
か
の
収

入
も
な
く
控
除
の
変
更
も
な
い

か
た
や
、
税
務
署
な
ど
で
確
定

申
告
を
済
ま
せ
た
か
た
は
、
町

県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

青
色
申
告
・
消
費
税
申
告

　

町
の
申
告
相
談
で
は
、
青
色

申
告
、
消
費
税
申
告
は
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
３
月
１

日
㊋
の
税
務
署
・
税
理
士
に
よ

る
申
告
相
談
日
、
ま
た
は
相
生

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
相
生
税
務
署

　

☎
０
７
９
１
・
23
・
０
２
３
１

問
税
務
課
町
税
対
策
室

　
　
　
　

  

☎
82
・
０
６
６
２

項　目 添付または提示する書類

収
入

 営業・農業・不動産等  収支内訳書
 給与・公的年金  源泉徴収票（原本）
 その他の雑所得  支払額などの証明書
 一時所得  支払額などの証明書

控
除

 医療費控除

 医療費明細書、医療費の領
 収書等、おむつ代の医療費 
 控除は おむつ使用証明書
 （２年目以降 は 町発行の 
    おむつ使用確認書）

 社会保険料控除  社会保険料（国民年金保
 険料）控除証明書等

 生命保険料控除  支払額などの証明書
 地震保険料控除  支払額などの証明書

 寄付金控除  寄付した団体などから交
付された寄付金の受領書

 住宅借入金等
 特別控除

 初年度…住民票の写し・
 登記事項証明書・請負契
 約書の写しなど（取得年
 月日、床面積、請負代金
 がわかるもの）・年末残高
 等証明書

雑損控除の繰越し

 税務署から届く所得税の
 確定申告書類一式、前年
 の所得税の確定申告書（損
 失繰越用）第四表の控え

そ　の　他  印かん、還付の場合は振  
 込先金融機関の口座

■申告に必要なもの
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2011/ ２月号

要介護
認定者 障がい者控除を受けられます
　要介護認定の日常生活自立度（寝たきり度な
ど）が中程度以上などのかたで、町の認定を
受ければ、障がい者控除を受けられます。対
象者には文書を送付しています。健康増進室・
各支所で手続きをしてください。文書は届い
ていないが、対象となるか確認したい場合は、
下記までお問い合わせください。

おむつ代の医療費控除
　おむつ代の医療費控除を受けるには、医師の
おむつ使用証明書が必要です。ただし、控除
を受けるのが２年目以降の場合、要介護認定
の主治医意見書で必要性が認められれば、使
用証明書の添付は不要です。
　該当のかたは健康福祉課健康増進室・各支
所へ申請してください。

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

家屋を解体した場合は
ご連絡を

　未登記家屋の新・増築や取り壊しについ
ては、それを把握することは困難です。課
税漏れや誤って課税する恐れがありますの
で、ご連絡ください。
　また、居住用家屋を取り壊された場合は、
土地の税額が増える場合があります。住宅
再建の予定があれば、住宅用地申告書を提
出していただくことで、軽減の特例措置が
受けられることがありますので、税務課ま
でご相談ください。

問税務課町税対策室　☎８２－０６６２

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

　

医
療
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
併

用
す
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
世
帯
内
で
年
間
に
支

払
っ
た
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
を
合
わ
せ
、
限
度
額
を
超

え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

■
世
帯
の
限
度
額
と
算
定
期
間

　

世
帯
の
年
間
で
の
自
己
負
担

限
度
額
は
表
の
と
お
り
で
す
。

算
定
期
間
は
平
成
21
年
８
月
～

平
成
22
年
７
月
末
で
す
。

■
申
請
手
続
き

　

国
民
健
康
保
険
の
対
象
者
に

は
通
知
し
て
い
ま
す
。
ま
た
後

期
高
齢
者
医
療
の
対
象
者
に
は
、

２
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。
各

医
療
保
険
の
窓
口
な
ど
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
次
の
場
合
、
お
知
ら

せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
う
か
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
被
用
者
保
険
（
職
場
の
医
療

　

保
険
）
に
加
入
す
る
か
た
。

●
算
定
期
間
内
に
市
町
を
越
え

　

て
転
居
し
た
か
た
。

●
算
定
期
間
内
に
医
療
ま
た
は
介

　

護
保
険
者
が
変
わ
っ
た
か
た
。

問
住
民
課
年
金
・
保
険
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

問
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
室　

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

区分
後期高齢者医療
+ 介護保険

国民健康保険・被用者保険
+ 介護保険

75歳以上 70～74歳 70歳未満
現役並み所得者（70 歳以上）
　医療費の自己負担割合が３割の人
上位所得者（70 歳未満）
　各医療保険が規定する所得額などを
　超える人（合計所得 600 万超など）

67 万円 67 万円 126 万円

一　般 56 万円 56 万円 67 万円
区分Ⅱ  世帯員全員が住民税非課税 31 万円 31 万円

34 万円区分Ⅰ  住民税非課税世帯で各所得額がない人
　（年金所得のみの人は、受給額 80 万円以下） 19 万円 19 万円

■転入転出手続きで、転出証
　明書が不要です。ただし転
　出元の市区町村に郵送で転
　出届が必要です。
■公的個人認証で、自宅から
　インターネットで確定申告
　や自動車の登録（新車のみ）
　ができます。
■顔写真付きカードの場合は
　身分証明書になります。
■必要なもの
　①縦 45㍉×横 35㍉の写真
　　（顔写真付きを希望するかたのみ）
　　※住民課で撮影可能
　②本人確認書類
　・１つでよいもの
　　運転免許証、パスポート、身
　　体障がい者手帳など
　・２つ必要なもの
　　健康保険証、医療受給者証
　　年金証書など
　③印かん
■手数料　３月末まで無料。公
　的個人認証サービス手続きは
　500 円必要です。
問住民課戸籍・住民相談室　
　☎８２－０６６０

住基カード
ご存知ですか
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「
お
は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」

「
さ
よ
う
な
ら
」「
ご
め
ん
な
さ

い
」「
あ
り
が
と
う
」。
あ
い
さ

つ
は
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め

の
基
本
で
す
。
家
族
は
も
ち
ろ

ん
、
幼
稚
園
や
保
育
園
、
ご
近

所
。
だ
れ
か
に
会
え
ば
、
必
ず

あ
い
さ
つ
を
す
る
習
慣
を
つ
け

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
言
葉
が
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
教

え
る
も
の
で
は
な
く
、
赤
ち
ゃ

ん
の
と
き
か
ら
自
然
と
周
囲
で

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
身
に
つ

く
よ
う
で
す
。
家
族
が
「
お
は

よ
う
」「
お
や
す
み
」
な
ど
普

段
か
ら
口
に
し
て
い
れ
ば
、
言

葉
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
ろ

に
は
教
え
な
く
て
も
自
然
と
口

か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

あ
い
さ
つ
の
中
で
も
「
ご
め

ん
な
さ
い
」
や
「
あ
り
が
と
う
」

は
大
人
で
も
な
か
な
か
言
え
な

い
こ
と
が
あ
る
難
し
い
フ
レ
ー

ズ
。
で
き
た
ら
ほ
め
る
の
が
当

然
で
す
が
、
大
人
も
た
く
さ
ん

口
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

お
手
伝
い
が
で
き
た
と
き
、

優
し
く
で
き
た
と
き
の
「
あ
り

が
と
う
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
生

ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

「
マ
マ
の
子
ど
も
で
い
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
口

に
す
る
こ
と
で
、
幸
せ
も
倍
に

な
り
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は
、
良
好
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
第
一
歩
。
ま
た

心
も
和
み
ま
す
。

　

ま
ず
は
親
子
か
ら
、
毎
日
を

気
持
ち
よ
く
過
ご
す
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

 

マ
マ
プ
ラ
ザ
だ
よ
り

あ
い
さ
つ
は

　
　

人
を
つ
な
げ
る
接
着
剤

　

の
質
問
、
在
庫
確
認
な
ど
に
は

　

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
取
り
置

　

き
も
で
き
ま
せ
ん
。

④
袋
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
19
日
㊏

　

午
前
10
時
～
午
前
12
時
30
分

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ

　

ン
タ
ー
会
議
室

■
講
師　

広
瀬
弘
幸
さ
ん

　
（
わ
く
わ
く
ク
ラ
フ
ト
）

■
内
容　

木
工
で
機
関
車
づ
く
り

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上　

　

※
た
だ
し
、
３
・
４
年
生
は

　
　

保
護
者
同
伴

■
定
員　

先
着
10
人

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
申
し
込
み　

図
書
館
ま
で

お
は
な
し
会
（
申
込
不
要
）

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
し
た
き
り
す
ず
め
」

【
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）】

　

希
望
の
か
た
は
、カ
ウ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

保
存
年
限
の
切
れ
た
雑
誌
を

無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
12
日
㊏
・
13
日
㊐ 

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　

※
雑
誌
が
無
く
な
れ
ば
終
了

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ

　

ン
タ
ー
会
議
室

■
そ
の
他

①
お
一
人
１
回
10
冊
ま
で
自
由
に

　

持
ち
帰
れ
ま
す
。

②
不
用
に
な
っ
て
も
図
書
館
へ

　

は
返
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

売
却
な
ど
営
利
目
的
に
利
用

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
提
供
雑
誌
は
図
書
館
デ
ー
タ
を

　

削
除
し
て
い
ま
す
。
号
数
な
ど

【
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
】

■
日
時　

２
月
20
日
㊐

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
２
月
の
お
は
な
し

　
「
山
の
上
の
火
」

■
申
し
込
み　

不
要

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

古
本
市
・
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

      ２月  February  如月         3 月     March     弥生
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　　 　 １ ２ ３ ４ ５  　 　 １ ２ ３ ４ ５
　６ ７ ８ ９ 10 11 12  ６ ７ ８ ９ 10 11 12
  13 14 15 16 17 18 19  13 14 15 16 17 18 19
  20 21 22 23 24 25 26  20 21 22 23 24 25 26
  27 28                 27 28 29 30 31

図書館カレンダー

図
書
館
も
の
づ
く
り
講
座

「
機
関
車
を
つ
く
ろ
う
！
」
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今
回
は
、
認
知
症
状
が
あ
る

か
た
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

　

認
知
症
が
進
む
と
、
家
族
や

周
り
の
人
に
言
わ
れ
て
も
、
す

ぐ
に
行
動
し
た
り
理
解
し
た
り

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

ま
た
自
分
の
周
り
で
起
き
て
い

る
こ
と
が
把
握
で
き
に
く
く
な

り
、
そ
の
た
め
家
族
が
良
か
れ

と
思
っ
て
す
る
こ
と
で
も
本
人

は
混
乱
し
た
り
不
安
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、

「
ゆ
っ
く
り
」「
は
っ
き
り
」「
わ

か
り
や
す
く
」
を
基
本
に
、
順

序
立
て
て
少
し
ず
つ
本
人
の
気

持
ち
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
「
一
度
に

伝
え
る
の
は
一
つ
」
で
す
。
他

に
も
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

■
目
線
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う　

■
本
人
が
分
か
る
言
葉
を
使
い

　

ま
し
ょ
う

■
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
く
だ

　

さ
い

■
本
人
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に

　

優
し
く
話
し
ま
し
ょ
う

■
結
論
か
ら
先
に
伝
え
ま
し
ょ
う

■
１
対
１
で
話
し
ま
し
ょ
う

■
身
振
り
手
振
り
や
道
具
を
使

　

い
ま
し
ょ
う

　

ご
家
族
や
地
域
の
か
た
が

ゆ
っ
た
り
と
接
す
る
こ
と
で
、

本
人
も
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
室
）

　
　

   　

☎
87
・
８
０
２
０

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

『
は
っ
き
り
、
ゆ
っ
く
り

　
　
　
　
　
　

わ
か
り
や
す
く
』

●大人向けの本
　ハーバードの人生を変える授業
　　　  　タル・ベン・シャハー／著　大和書房
　播磨の島津氏
 　　－播磨国下揖保庄地頭越前島津氏の探究
　　  松久　寛／著　神戸新聞総合出版センター
　江の生涯 －徳川将軍家御台所の役割
　                               福田千鶴／著　中央公論新社
　るるぶ冬の北海道 ’11　ＪＴＢパブリッシング
　もうひとつの核なき世界
　　－真のＣＨＡＮＧＥは日本が起こす
　   　　　　                       堤　未果／著　小学館
　全図解わかりやすい借地の法律
　　                        　矢島忠純／共著　自由国民社
　価格戦争は暴走する　エレン・ラペル・シェル／著　筑摩書房
　介護で仕事を辞めないために
　 －親が元気なうちからやるべきこと 52
　            グループ・けあ＆けあ 21 ／編著　創元社
　美しいふるまい　－小笠原流礼法入門
　　　　　　　      　小笠原敬承斎／著　淡交社

　宇宙は何でできているのか　村山　斉／著者　幻冬舎
　あなたの癌は、がんもどき　近藤　誠／著　梧桐書院
　かわいいチョコレートのお菓子
　　　　           　寺西恵里子／著　日東書院本社
　メンズのための安産バイブル　－妻の妊娠・出産に
　　とまどう男たちへ　   大葉ナナコ／著　主婦の友社
　人間国宝野村万作の世界　林　和利／著　明治書院
　一刀斎夢録　上・下　浅田次郎／著　文芸春秋
 ■ポーツマスの贋作　 井上尚登／著　角川書店
　モルフェウスの領域　海堂　尊／著　角川書店
　史記　４ －武帝紀　北方謙三／著　角川春樹事務所
★信玄の狗　　      楠木誠一郎／著　有楽出版社
　天使の報酬　                   真保裕一／著　講談社
▲戊辰転々録　　  中村彰彦／著　角川学芸出版
　ジョン・マン　波涛編　山本一力／著　講談社
　老年の品格　　　　　  三浦朱門／著　海竜社
　人生やり直し読本　－心の涸れた大人のために
　                                            柳田邦男／著　新潮社
　暁に立つ　ロバート・Ｂ．パーカー／著　早川書房

●子ども向けの本
　わたしが人生について語るなら
　　                                    加島祥造／著　ポプラ社
　もりのおくのおちゃかいへ
　                               みやこしあきこ／著　偕成社
　シカゴよりとんでもない町
　　   　   リチャード・ペック／著　東京創元社

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光
図書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

着 図 書 案 内
2010.12.16 ～ 2011.1.15 受け入れ分の一部
新
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通
院
の
交
通
費
を
助
成

　

町
で
は
次
に
該
当
し
在
宅
で
生
活
す

る
か
た
を
対
象
に
、
通
院
の
交
通
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

　

の
か
た 

・
人
工
腎
臓
を
し
て
い
る
慢
性
腎
不
全

　

の
か
た
（
人
工
透
析
） 

・
18
歳
未
満
で
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
に

　

該
当
の
か
た 

・
18
歳
未
満
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

　

１
・
２
級
に
該
当
の
か
た

・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２

　

級
に
該
当
の
か
た 

■
助
成
対
象 

　

手
帳
・
受
給
者
証
に
関
す
る
町
外
医

療
機
関
へ
の
通
院
・
訓
練 

■
助
成
額 

　

往
復
交
通
費
の
半
額
相
当
分
を
助
成

し
ま
す
（
病
院
の
送
迎
バ
ス
で
の
通
院

は
対
象
外
）。
特
定
疾
患
及
び
人
工
透

析
の
か
た
は
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。 

■
申
請
用
紙 

　

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室
、
ま

た
は
各
支
所
・
出
張
所
に
申
請
用
紙
が

あ
り
ま
す
。
２
月
受
診
分
ま
で
を
通
院

医
療
機
関
で
証
明
を
受
け
、
提
出
く
だ

さ
い
。 

■
提
出
期
限 　

３
月
31
日
㊍ 

■
提
出
先　

健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推

　

進
室
、
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所　

 

問
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　

 
☎
82
・
０
６
６
１

２
月
受
診
分
ま
で
が
対
象

ご利用ください

訪問理美容サービス
　在宅で寝たきりのために、散髪
にお困りではありませんか。町
では理美容店が家へ訪問する「訪
問理美容サービス」を行ってい
ます。
■対象者　在宅で寝たきりの 65
　歳以上のかた、心身障がい者
　のかた
■実施店　下表のとおり
■手続き　健康福祉課健康増進
　室に申請してください。
■利用方法　利用対象者には、利
　用券を年間最大４枚まで交付
　します。利用後に理美容店に
　お渡しください。訪問費用を
　町が助成します。理美容料は
　実費負担です。

問健康福祉課健康増進室
　☎８７－８０２０

地区 理美容店名

佐用

  かんだ姫
  ビューティーハウスウメモト
  のむら理容
  マチ美容室
  理容さよ
  理容真岡
  岩崎理容所
  ヘアーサロングルービー
  山川理容店
  山川美容室
  美容室うえの
  熊渕理髪店
  ホープ

上月

  山本理容
  あい理容所
  衣笠理容店
  橋本理容所
  カキタニ
  Cut House マーメイド
  ミキ理容店

南光

  椿理髪店
  直
  真柴理髪店
  春名
  雅

三日月   ますみ美容室
  カットハウス・サザン

予防接種費用の助成を開始
ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン・子宮頸

けい

がんワクチン

予防接種の種類 対　象 助成金額（１回） 接種回数

 ヒブワクチン  ２か月～５歳 8,000 円
  開始年齢によっ  
  て異なります 小児用

 肺炎球菌ワクチン 〃 10,000 円

 子宮頸がんワクチン
 中学１年生～ 
 高校１年生相 
 当の女子（個
 人通知します）

15,000 円 ３回

■町内の接種実施機関
　佐用中央病院、佐用共立病院、尾崎病院、岡本医院、織田医
院、尾崎内科医院、岡尾医院、長田クリニック（順不同）（尾
崎病院は子宮頸がんワクチン接種のみ）
■予約など
　医療機関に直接予約の上、母子健康手帳と健康保険証を持っ
て受診ください。
■その他
　ヒブワクチンを昨年の 11 月 26 日以降に接種したかたは、
手続きによって費用を返還します。

問健康福祉課（町保健センター）　☎８２－２０７９

1 月から
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★１歳６か月児健診（平成21年６月～７月生まれ）
　　   ２月15日㊋　午後１時～
★ヨチヨチ健康相談（平成22年１月生まれ）
　　   ２月18日㊎　午後１時30分～
★４か月児健診（平成22年10月生まれ）
　　   ２月28日㊊　午後１時30分～
★すくすく健康相談離乳食教室（平成22年7月～8月生まれ）
　　   ３月 ３日㊍　午前10時～
★すてきなママになるための教室（妊婦）
　　   ３月  ７日㊊　午前10時～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 ３月  ７日㊊
　　   ２か月～６か月児　 午前10時～午前11時30分
　　   ７か月～１歳未満児　午前10時30分～正午

赤ちゃんとママの行事
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　  ２月24日㊍
　  ３月 ８日㊋
　 午後１時 30 分～午後３時 30 分

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

行事カレンダー

　平成 10 年以降、日本の自殺者は年間 3 万
人を越えています。平成 21 年の自殺者数は
32,845 人、県では 1,354 人、佐用町は 6 人
でした。自殺を未然に防ぐために、私たちは
何をすればよいのでしょうか。
　自殺者の 8 ～ 9 割は、実際に行動におよぶ
前に何らかのサインを送っており、自殺する
意思をだれかに伝えているといわれています。
自殺の危機に周囲の人が気づき、適切な対処
をとることが自殺を防ぎます。
　自殺した人の 8 割以上はうつ病などの心の
病にかかっていたという報告があります。し
かし、精神科を受診していた人はそのうちの
2 割に満たないというデータもあります。う
つ病は、治すことができる病気です。早期に
治療することが大切です。頑張りや気合いで
は治せません。
　特に気づきやすいうつ病のサインは２週間
以上の不眠です。あなたはちゃんと眠れてい

ますか。あなたの周りの大切な人はちゃんと
眠れていますか。
　他のサインとしては、次のものがあります
①アルコールや薬物を乱用する
②無謀な行動をとる
③仕事の負担が増える・大きな失敗をする
④本人にとって価値あるものを失う、自分は
　価値がないと思う
⑤職場や家庭でサポートが得られない
⑥身体の調子が悪い、重い病気にかかる
⑦以前と比べ表情が暗く、元気がない　
　ちょっと立ち止まって、あなた自身や身近
な人と身体の状態に、耳を澄ませてみましょ
う。サインに気づいたら、まずは気持ちを受
け止めてあげましょう。心の病が疑われると
きは、受診につなげることが大切です。

■相談窓口　健康福祉課健康増進室　
　☎８７－８０２０

あなたと身近な人のために
知っておいてほしいこと

■こころのケア相談日（要予約）
　  ①２月15日㊋
　  　午後２時～午後４時
　  ②２月18日㊎
　  　午後１時～午後２時
　※場所   ①は佐用町保健センター
　　　　　②は龍野健康福祉事務所
■若者の心と体の相談（要予約）
　  ２月18日㊎
　　午後１時～午後３時
　※場所は龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所　☎０７９１（６３）５１４２

※場所はいずれもさよう子育て支援センター

※場所は佐用町保健センター

問上月保健福祉センター　　　☎８７－８０２０

※母子健康手帳の交付は上月保健福祉センターとさよう子育
て支援センターで行っています。事前に保健師がいることを
確認してからお越しください。

問さよう子育て支援センター　☎８２－０３４１
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■投票日　４月 10 日㊐
■告示日　４月１日㊎
■期日前投票　４月２日㊏～４
　月９日㊏
問町選挙管理委員会事務局　　

（総務課）☎８２－２５４９
点字・音声の「選挙のお知らせ」
無料配布について
　県選挙管理委員会では、選挙
や候補者に関する情報を点字ま
たは音声 ( 朗読テープ ) にした
｢選挙のお知らせ｣ を、視覚に
障がいのあるかたに無料配布し
ています。
■申し込み方法
　４月 10 日執行の県議会議員
選挙で配布を希望されるかた
は、２月 25 日㊎までに、郵便
番号、住所、お名前、希望の種
類（点字・音声）を電話、ファッ
クス、または葉書で県選挙管理
委員会までご連絡ください。
　一度申し込みをされると、以
後の選挙からは自動的に郵送さ
れます（町選挙は除きます）。
問県選挙管理委員会　
　〒 650 － 8567
　神戸市中央区下山手通５ー 10 －１
　　☎ 078（362）3101
　FAX   078（362）3907

　4 月から日曜日の閉館時間を
変更します。利用者の皆さんに
はご迷惑をおかけしますが、ご
理解をお願いします。
　なお、火～土曜日は変更あり
ません。
■日曜日の開館時間
　現行　午前 10 時～午後８時 30 分
　変更後　午前 10 時～午後 6 時
問町民プールあめんぼ
　☎８２－０１２３

お誕生おめでとう
12月16日から１月20日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
12月16日から１月20日届出分　敬称略

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
2/9 水   福祉相談   佐用町地域福祉センター  13:30 ～ 16:00
10 木   高年大学南光教室   南光文化センター  10:30 ～
12 土   炭を活

い

かしたシンポジウム
  18㌻をご覧ください。

13 日   竹炭まつり
15 火    高年大学三日月教室   三日月文化センター  10:00 ～

16 水

  高年大学上月教室   上月文化会館  10:00 ～ 

  行政相談

  三日月支所   9:00 ～ 11:00
  町保健センター

 13:00 ～ 15:00  上月支所
  南光文化センター

17 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター  10:00 ～ 
26
27

土
日

  住民手づくり芝居
  雪の女王   16㌻をご覧ください。

３/4 金   南光子ども歌舞伎
  ３月公演   17㌻をご覧ください。

6 日   江尻南美ピアノ
  リサイタル   16㌻をご覧ください。

佐用チャンネル
放送更新日

　     2�日㊎
　２月11日㊎

１月20日現在（　）内は前月比
人のうごき

　人　口　１９，９８４人（△１３）
　　　    　男 　９，５６５人 （△　２）
　　　    　女 １０，４１９人 （△１１）
　世帯数　　７，２１６戸（△　６）

　１月中の移動
      出生　１２人　死亡 　２３人
      転入　２４人　転出 　２６人

兵庫県
議会議員選挙

町民プールあめんぼ

閉館時間の変更

２月上旬～３月上旬

      名　前  　 保護者         自治会

 個人情報のため非掲載

       名　前      年齢  　自治会
個人情報のため非掲載
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　町こうのとりの会では、「花
婿修行」と題して、町内の独身
男性を対象とした婚活講座を開
設します。後日、独身女性との
交流会も企画しています。
　なお、交流会には受講生でな
いと参加できませんのでご注意
ください。
■開催日　３月 21 日㊗
■場　所　町内
■内容と時間
　①ファッション講座
　　午前 10 時～正午
　②恋愛講座

　　午後 1 時 30 分～午後３時
　　講師　夢こらぼ　
　　　　　松尾やよいさん
■参加費　5,000 円
　※後日開催の交流会費用含む
■参加資格　20 ～ 50 歳代の町
　内の独身男性（定員 20 人）
■応募締切　２月 28 日㊊
問企画防災課復興企画室
　☎８２－２４６０

　総務省では、経済的な理由で
地上デジタル放送をまだ視聴で
きない世帯に対し、支援を行っ
ています。
■対象
　①生活保護世帯などでＮＨＫ放
　　送受信料が全額免除の世帯
　②町民税が非課税の世帯
■支援内容　地上デジタル放送
　対応の簡易なチューナー（１
　台）の無償給付
問総務省地デジチューナー支援
　実施センター
　対象①の場合
　☎０５７０－０３３８４０
　対象②の場合
　☎０５７０－０２３７２４

　消防署では修了者を「まちか
ど救命士」と名付け、応急手当
の普及を進めることとしていま
す。この機会にぜひ心肺そ生法
と AED、止血法を学びませんか。
■日時　３月 11 日㊎
　午後１時 30 分～午後４時 30 分
■場所　町消防署３階
　コミュニティ防災センター
■受講料　無料
■募集人員　30 人
　※定員になり次第締切
■募集期間　
　２月 10 日㊍～３月 10 日㊍

■その他　人数の多少にかかわ
　らず、AED や応急手当の講習
　も随時受付しています。
問消防署　☎８２－３８７２

　町では、平成 23 年度交通災
害共済の加入募集を自治会長さ
んを通じて行っています。まだ
加入されていないかたは万一に
備えてご加入ください。
■加入資格
　町内で在住、在勤、在学のかた
■共済掛金
　年額 1 人 500 円
■対象となる事故
　道路で自動車・自転車などの
衝突・接触・転落の事故、また
は歩行中にこれらの乗り物には
ねられたり、ひかれたりする事
故。
■見舞金
　通院 3 日以上の傷害で 3 万円
から、死亡の場合 80 万円
■加入方法　
　企画防災課まちづくり防災
室、各支所で受け付けます。
問企画防災課まちづくり防災室
　☎８２－０６６４

　ボランティアグループ「パソ
コンで遊ぼう」のスタッフによ
る初級者向けのパソコン教室を
開催します。今回は「インター
ネット講座」です。
■日時　3 月 11 日㊎、16 日　
㊌、18 ㊎（３回コース）
　午後７時 30 分～（２時間）
■場所　上月文化会館
■受講料　1,000 円程度
■募集人数　先着２０人
■申込期限　２月 25 日㊎
問上月支所地域振興室　
　☎８６－１２１０

Information

今月の納税

町こうのとりの会

「花婿修行」受講生募集

●介護保険料（普通徴収）第8期分
●後期高齢者医療制度
（普通徴収）第8期分

問住民課年金・保険室
　☎８２－０６６０

地デジチューナーを
無償給付します

●国保税（普通徴収）第8期分

2月28日月
口座振替日は2月28日 ㊊です

納税は納期限までに！

納期限

な
ど

2月28日月
口座振替日は2月28日 ㊊です

納税は納期限までに！

納期限
●固定資産税第４期分

問税務課町税対策室
　☎８２－０６６２

家族そろって加入しましょう

交通災害共済

まちかど救命士養成講座
（普通救命講習会）受講者募集

パソコン教室
受講生募集
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　1 月 9 日、佐用スターズ出身で、2010 年ドラフト会議で広島東洋カープに１位指名を受け
た福井優也選手を励ます会（佐用スターズ主催）が、たつの市で開かれました（関連記事 15
㌻）。その会場で福井選手に、佐用スターズ時代の思い出などをインタビューしてみました。

「佐用スターズで野球を好きになりました」
「苦しくてもくじけずに頑張ってほしい」

佐用スターズ
指導者の皆さんへ

佐用町の
野球少年たちへ

　

小
学
時
代
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
熱
中
し
て
い
た
福
井
選

手
。
そ
の
後
、
中
学
進
学
と

と
も
に
、
２
人
い
る
お
兄
さ

ん
も
所
属
し
て
い
た
「
佐
用

ス
タ
ー
ズ
」
に
、
そ
の
影
響

を
受
け
て
第
14
期
生
と
し
て

入
団
し
ま
し
た
。

　
「
佐
用
ス
タ
ー
ズ
が
人
生

で
最
初
に
、
野
球
と
本
格
的

に
向
き
合
っ
た
場
所
で
す
」

と
話
す
福
井
選
手
は
、
少
年

時
代
を
振
り
返
っ
て
「
週
４

回
、
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

練
習
が
と
て
も
厳
し
か
っ

た
。
佐
用
ス
タ
ー
ズ
で
の
思

い
出
は
厳
し
い
練
習
で
す
」

と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
か
ら
投
手
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
が
、
途
中

「
や
め
た
い
」
と
思
っ
た
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
持
ち
前
の
精
神
力
と

多
く
の
仲
間
た
ち
に
支
え
ら

れ
、
練
習
と
試
合
に
明
け
暮

れ
ま
し
た
。

　
「
今
思
え
ば
、
佐
用
ス
タ

ー
ズ
で
野
球
を
好
き
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
福

井
選
手
。
そ
の
後
、
多
く
の

思
い
出
を
胸
に
佐
用
ス
タ
ー

ズ
を
卒
団
。
そ
の
後
は
、
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
に
も
あ
る
よ
う

に
、
輝
か
し
い
成
績
を
残
し

ま
し
た
。

　

佐
用
ス
タ
ー
ズ
出
身
で
初

の
プ
ロ
野
球
選
手
と
な
っ
た

福
井
選
手
。
佐
用
ス
タ
ー
ズ

で
硬
式
野
球
に
打
ち
込
む
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
全
国

の
野
球
少
年
た
ち
の
憧
れ
の

的
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
福
井
選
手
の
後
を

追
っ
て
佐
用
ス
タ
ー
ズ
や
、

プ
ロ
野
球
選
手
を
夢
見
る
町

内
の
子
ど
も
た
ち
に
「
ど
ん

な
に
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
く
じ
け
ず
に
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張

っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
頑
張
り

を
見
て
く
れ
て
い
る
人
が
必

ず
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

野
球
と
最
初
に

　

向
き
合
っ
た
場
所

　

そ
れ
が
佐
用
ス
タ
ー
ズ

　

頑
張
っ
て
い
れ
ば

　

必
ず
だ
れ
か
が

　

見
て
く
れ
て
い
る

野球チーム 佐用スターズ出
身

広島東洋カープドラフト１位 福井優也 選
手

硬式少年
思い出を

インタビュー

福井　優也（ふくい●ゆうや）選手
プロフィール
　西粟倉村出身。中学１年から「佐用スターズ」
で野球を始める。２年から投手。済美高校（愛
媛県）に入学し、２年（2004 年）の春に甲子
園初出場初優勝の優勝投手、同年夏の選手権
第 86 回大会準優勝投手となる。甲子園９勝。
2007 年に早稲田大学に入学。斎藤佑樹選手と
ダブルエースとして期待される。2008 年 5 月
31 日、東京六大学野球春季リーグ早慶戦１回
戦で、２回を打者８人１安打無失点に抑えリー
グ戦初勝利。４年時神宮大会優勝。2010 年 9
月 12 日、リーグ戦初完投を記録し通算 10 勝
目を挙げる。同年 10 月 28 日、ドラフト会議
で広島東洋カープに１位指名を受ける。 佐用スターズの子どもたちに囲まれて、サインをせがまれる福井選

手。子どもたちは少々緊張気味のようす（1 月 9 日の励ます会にて）


